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■ コロナ禍と今後の活動 会長 髙石 勝巳

今年は戦後７５年。いまや日本の人口の８５％が戦後生まれとなっています。

私は今年７８歳、戦前生まれの希少な世代となりつつあります。当シニアクラ

ブの平均年齢はほぼ私と同じなので会員の多くが「よく生きてきたな～」という

感慨を今年は特にお持ちなのではないでしょうか。

本来なら今夏は東京オリンピックが盛大に開催される筈でした。しかし国難ともいえるコロ

ナ禍により来年に延期され、来年の開催すらも危ぶまれ中止の声さえ聞こえてきます。

そしてこの厄災は当然のことながら私たちシニアクラブの活動にも大きな影響を与えてお

ります。

端的に申し述べて本来的な活動ができておりません。今年２月に国立演芸場で鹿芝居を

観劇し新春交流会を開催して以来、本部・支部ともに会員の皆様と直接顔を合わせて親交

を深める活動ができませんでした。最近のコロナの感染状況から判断すると、今後もこの状

況が続くものと思われます。

７月末に開催されたシニアクラブ幹事会では今後の活動のあり方や予算について議論の

末、今年１０月に開催予定であった第１９回定期総会は多人数での集会形式では実施でき

ないと判断して、書面決議にすることといたしました。

さらに「令和３年度に限り年会費を徴収しない」ことも決定しております。

このコロナ禍が収まるには対応のワクチンが多くの国民に行きわたるまで待たねばならな

いでしょう。それまでは高齢会員の多い当クラブの活動が大きく制約されることをご理解いた

だきたいと思います。

シニアクラブとして会員の皆様との信頼関係を常に維持し続けることは最重要課題です。

年会費を徴収しないからといって、活動を全く停止するということではありません。今まで以

上に信頼関係を保つためのコミュニケーション手段として、シニアクラブ便りの発行や HP の

充実等に努力いたしますので、特段のご理解・ご支援をお願いいたします。

残暑厳しき折、コロナだけではなく熱中症にも十分に気を付けてお元気にお過しください。

■事務局から 事務局長 田代 周
（１） ７月末で令和２年度の活動が終了しました。この一年を振り返ってみると、本部・支部の行事、
全９回（昨年度１２回／以下カッコ内は昨年）の開催で、参加会員は７７名（９５名）、参加数は延べ１５
４名(２６２名）となっています。この他に、寿会や外部サークルとの交流から参加された方も加えると、
シニアクラブ行事への総参加者は延べ２１４名（２９２名）となりました。
令和２年度の後半は具体的な行事を推進できませんでしたが、前半はそれなりのペースで活動し

てきました。その活動の記録を２～４ページに添付してありますのでご覧ください。

（２） 例年ですと、このシニアクラブ便り送付にあわせて、総会開催案内と年会費振込のお願いを
同封しているのですが、上述の会長挨拶にある通り、これらは同封しません。
１０月に総会議案書を皆様に送付いたします。詳細はその時にご案内いたしますので、ご対応を

よろしくお願いいたします。

（３） シニアクラブのＨＰに「季節の歳時記」欄を設けました。当シニアクラブの宮田宏
美幹事がこの欄を担当して季節に応じたショートメッセージを載せていきます。
会員の皆様からの投稿欄も設けていますので、是非皆様からのご投稿もお待ちして

おります。ＨＰは右のQR コードにスマホをあててご覧ください。
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